
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子機器の本体に設けられ、拡張機器を着脱自在に装着する拡張機器の取付構造であっ
て、
　拡張機器を挿入可能な挿入口と、
　該挿入口から挿入された拡張機器を格納可能にした装着部と、
　拡張機器を前記装着部に固定する固定手段とを備え、
　前記装着部は、拡張機器の一部を前記挿入口から突出した状態で格納するように構成さ
れ、
　前記挿入口は、前記本体の上面と底面とを連結する端面に設けられ、該端面における前
記上面側及び底面側の端縁のいずれか一方が他方よりも前記本体の外方へ突出し、前記挿
入口から突出する拡張機器の先端部が、前記端面の突出側の端縁よりも前記本体の内方に
位置するように構成されていることを特徴とする拡張機器の取付構造。
【請求項２】
　電子機器の本体に設けられ、拡張機器を着脱自在に装着する拡張機器の取付構造であっ
て、
　拡張機器を挿入可能な挿入口と、
　該挿入口から挿入された拡張機器を格納可能にした装着部と、
　前記挿入口を囲むように着脱自在に取り付けられ、拡張機器が挿通可能な開口を有する
カバー部材と、
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　拡張機器を前記装着部に固定する固定手段とを備え、
　前記装着部は、拡張機器の一部を前記挿入口から突出した状態で格納するように構成さ
れ、
　前記挿入口は、前記本体の上面と底面とを連結する端面に設けられ、該端面における前
記上面側及び底面側の端縁のいずれか一方が他方よりも前記本体の外方へ突出し、前記挿
入口から突出する拡張機器の先端部が、前記端面の突出側の端縁よりも前記本体の内方に
位置するように構成され、
　前記カバー部材は、取り外すと、拡張機器の先端部が前記本体の前記端面から突出した
状態となるように該先端部を覆っており、
　前記開口は、拡張機器の前記装着部への挿入をガイドするように拡張機器を略密に通す
開口寸法を有していることを特徴とする拡張機器の取付構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、電子機器の本体に設けられ、拡張機器を着脱自在に装着し得る拡張機器の取付
構造に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、音響信号を編集する装置であるデジタルミキサは、編集した音響信号を保存したり
、或いは他の装置で作成した信号を読み込むために、ＣＤ－ＲＷドライブ等の拡張機器を
備えたものが普及しつつある。このような拡張機器は、顧客のアップグレードの要求に応
じて、デジタルミキサに付加装着して拡張し得るように構成されるとともに、故障時に対
応して他のものに交換できるようになっている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来のデジタルミキサでは、ミキサ本体に係合する複数の取付部材により
拡張機器が固定されているため、これら取付部材を取り外さなければ、拡張機器を取り出
すことができなかった。また、取り付けの際にも拡張機器を装着した後、複数の取付部材
を取り付ける必要があるため、交換作業が煩雑になるという問題があった。このような問
題は、デジタルミキサに限らず、拡張機器を装着し得る他の電子機器にも同様に存在して
いた。
【０００４】
本発明は、上記問題を解決するためになされたものであり、電子機器において、拡張機器
の取り付け及び取り外しを容易に且つ確実に行うことができる拡張機器の取付構造を提供
することを目的とする。
【０００８】

　 発明は、上記目的を達成するため、電子機器の本体に設けられ、拡張機器を着脱自在
に装着する拡張機器の取付構造であって、拡張機器を挿入可能な挿入口と、該挿入口から
挿入された拡張機器を格納可能にした装着部と、拡張機器を前記装着部に固定する固定手
段とを備え、前記装着部は、拡張機器の一部を前記挿入口から突出した状態で格納するよ
うに構成され、前記挿入口は、前記本体の上面と底面とを連結する端面に設けられ、該端
面における前記上面側及び底面側の端縁のいずれか一方が他方よりも前記本体の外方へ突
出し、前記挿入口から突出する拡張機器の先端部が、前記端面の突出側の端縁よりも前記
本体の内方に位置するように構成されていることを特徴とする拡張機器の取付構造を提供
するものである（第 発明）。
【０００９】
この構成によれば、拡張機器の一部が挿入口から突出した状態で装着されているため、取
り外しの際には、突出部分を把持して引っ張ることで、拡張機器を容易に取り外すことが
できる。このように、拡張機器の一部は挿入口から突出しているが、端面の上面側及び底
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面側のいずれか一方が他方より外方へ突出し、この突出側の端縁よりも拡張機器の突出部
分が本体の内方に位置しているため、突出部分をぶつけたりして拡張機器が損傷するのを
防止することができる。
【００１０】
　また、本発明は、上記目的を達成するため、電子機器の本体に設けられ、拡張機器を着
脱自在に装着する拡張機器の取付構造であって、拡張機器を挿入可能な挿入口と、該挿入
口から挿入された拡張機器を格納可能にした装着部と、前記挿入口を囲むように着脱自在
に取り付けられ、拡張機器が挿通可能な開口を有するカバー部材と、拡張機器を前記装着
部に固定する固定手段とを備え、前記装着部は、拡張機器の一部を前記挿入口から突出し
た状態で格納するように構成され、前記挿入口は、前記本体の上面と底面とを連結する端
面に設けられ、該端面における前記上面側及び底面側の端縁のいずれか一方が他方よりも
前記本体の外方へ突出し、前記挿入口から突出する拡張機器の先端部が、前記端面の突出
側の端縁よりも前記本体の内方に位置するように構成され、前記カバー部材は、取り外す
と、拡張機器の先端部が前記本体の前記端面から突出した状態となるように該先端部を覆
っており、前記開口は、拡張機器の前記装着部への挿入をガイドするように拡張機器を略
密に通す開口寸法を有していることを特徴とする拡張機器の取付構造を提供するものであ
る（第 発明）。
【００１１】
この構成によれば、開口を有するカバー部材が挿入口を囲むように取り付けられており、
この開口が装着部への挿入をガイドするように拡張機器を略密に通す開口寸法を有してい
るため、拡張機器を挿入口へ挿入する際の位置決めが容易になる。その結果、拡張機器の
取付作業がより簡単になる。また、このカバー部材に挿入口を開閉自在に塞ぐカバーシー
トを設けることもでき、こうすることにより、拡張機器が装着されていないときに、挿入
口から電子機器の内部に埃等の異物が進入するのを防止することができる。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明に係る拡張機器の取付構造を、デジタルミキサに適用した場合の一実施形態
について図面を参照しつつ説明する。図１は本実施形態に係るデジタルミキサを斜視的に
示すもので側板を外した状態を示す斜視図、図２は図１における要部の縦断側面図、図３
は図１のデジタルミキサから上ケースを取り除いた状態の要部を示す分解斜視図である。
【００１３】
図１に示すように、このデジタルミキサ（電子機器）は、全体として倒設長形四角錐台状
をなし、上面１１のパネルが操作者側へ低くなるように傾斜した本体１を有しており、そ
の上面１１には、音響信号を処理するための種々の操作子１１１が設けられている。また
、本体１の前端面１２には挿入口１２１（図２参照）が形成され、この挿入口からＣＤ－
ＲＷドライブ（拡張機器）２が挿入可能となっている。挿入されたＣＤ－ＲＷドライブ２
は、本体１内の装着部３に格納され、後述するように、本体１と電気的に接続される。ま
た、このＣＤ－ＲＷドライブ２の後端部には、切欠部２１が設けられており、これによっ
て後端部の幅が短くされ、挿入口１２１へ挿入しやすいようになっている。なお、図１に
示されたデジタルミキサは、下ケースＣ２を上ケースＣ１に嵌め合わせてリア側のネジＮ
で固定する前に、図示しない側板を予め上ケースＣ１の左右端に図示しないネジで固着し
て、その状態で下ケースＣ２を嵌め合わせ固着するように組み立てられる。
【００１４】
図２に示すように、本体１の前端面（端面）１２は、底面側１３から上面側１１にいくに
したがって本体１の外方側へと延びるように傾斜しており、この本体前端面１２に挿入口
１２１が形成されている。後述するように、ＣＤ－ＲＷドライブ２は、本体前端面１２か
ら先端部が突出した状態で装着され、この突出部分を囲むカバー部材４が本体前端面１２
に対して着脱自在に取り付けられている。但し、ＣＤ－ＲＷドライブ２の突出部分は、本
体前端面１２の上端縁１４より本体１の内方へ位置するようになっている。
【００１５】
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カバー部材４は、本体１の底面１３と平行に延びる水平部４１と、水平部４１の一端から
垂直に延びる垂直部４２とからなる断面Ｌ字形に形成されている。水平部４１の他端はネ
ジ４３によって本体１の底面１３に固定されるようになっている。また、垂直部４２には
、ＣＤ－ＲＷドライブ２が挿入される開口４４が形成されている。この開口４４はＣＤ－
ＲＷドライブ２がほぼ隙間なく挿入できるだけの大きさに形成されており、ＣＤ－ＲＷド
ライブ２をこの開口４４に沿って挿入することで、ＣＤ－ＲＷドライブ２を本体１の装着
部３へと案内できるようになっている。また、ＣＤ－ＲＷドライブ２が所定の位置に装着
されたときには、ＣＤ－ＲＷドライブ２の先端面２２は、カバー部材４の垂直部４２とほ
ぼ同一面上にあるように構成されている。
【００１６】
また、このカバー部材４は、開口４４を塞ぐためのカバーシート４５を備えており、この
カバーシート４５の取付のために、垂直部４２の下端部から本体１側に延びる複数の固定
ピン４６と、垂直部４２の上端部から本体１側に延びる複数の係合ピン４７とが設けられ
ている。カバーシート４５は、可撓性を有する矩形状の樹脂シートで形成され、その下端
部が上記した固定ピン４６に超音波溶着等の熱カシメ手法により固定されるとともに、上
端部には上記係合ピン４７と係合する係合孔が形成されている。
【００１７】
図３に示すように、本体１の内部には、ＣＤ－ＲＷドライブ２が装着される装着部３にス
テージ３１が設けられている。このステージ３１は、金属板で矩形状に形成されており、
ＣＤ－ＲＷドライブ２を所定の装着位置に案内するための３つのガイド部材、つまり、Ｃ
Ｄ－ＲＷドライブ２の幅方向の動きを規制する横ガイド部材３２、高さ方向の動きを規制
する縦ガイド部材３３、及びＣＤ－ＲＷドライブ２と当接し所定位置よりも内部へ入り込
むのを規制するストッパ部材３４が設けられている。該ストッパ部材としては、これと固
定関係にある後述のコネクタ３４１を代用させてもよい。すなわち、コネクタ３４１にＣ
Ｄ－ＲＷドライブ２の後端を当接させることでＣＤ－ＲＷドライブ取付時のストッパとす
るようにしてもよい。
【００１８】
横ガイド部材３２は、ＣＤ－ＲＷドライブ２の側面に沿うようにステージ３１の一部に切
込みを入れ、切込みにより囲まれた部分を立ち上げた切起部で形成されており、ステージ
３１両側の前部及び後部に一対ずつ設けられている。同様に、縦ガイド部３３は、ステー
ジ３１の一部に切込みを入れてその部分を立ち上げ、先端よりの部分を折り曲げて、垂直
面及び水平面からなるＬ字形に形成されており、水平面がＣＤ－ＲＷドライブ２の上面に
沿うように構成されている。ストッパ部材３４は、ステージ３１の奥端部から垂直に延び
るようにビス止めされた板状体によって形成され、ＣＤ－ＲＷドライブ２と対向する面に
、コネクタ３４１が設けられている。このコネクタ３４１は、ＣＤ－ＲＷドライブ２がス
トッパ部材３４に当接したときに、ＣＤ－ＲＷドライブ２のコネクタ２３と接続するよう
になっている。なお、本実施形態では、上記横ガイド部材３２、縦ガイド部材３３、及び
ストッパ部材３４が、本発明のガイド部を構成している。
【００１９】
図２に示すように、ステージ３１の前部及び後部には、ＣＤ－ＲＷドライブ２を固定する
ための固定ネジ（固定手段）５を挿通する２つのネジ穴３５が形成されている。固定ネジ
５は、本体１の底面１３に形成された凹状の挿通孔１３１から挿入され、上記ネジ穴３５
を介してＣＤ－ＲＷドライブ２に螺入される。
【００２０】
次に、上記のように構成されたデジタルミキサにおけるＣＤ－ＲＷドライブの取り付け及
び取り外しについて説明する。図２に示すＣＤ－ＲＷドライブ２が装着されていない状態
では、カバー部材４のカバーシート４５は、係合ピン４７に係合して開口４４を覆ってい
る。この状態からＣＤ－ＲＷドライブ２をカバー部材４の開口４４に挿入すると、ＣＤ－
ＲＷドライブ２は開口４４にガイドされた状態で装着部３へと案内される。このとき、Ｃ
Ｄ－ＲＷドライブ２は、その後端部がカバーシート４５を押圧しながら装着部３へと挿入
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されていく。図４に示すように、カバーシート４５は、ＣＤ－ＲＷドライブ２の押圧によ
り、係合ピン４７との係合が解除され、固定ピン４６に固定された下端部を中心として後
方へ曲がりながら、開口４４を開放する。なお、このカバーシート４５は、ＣＤ－ＲＷド
ライブ２が取り外されると、その弾性により再び元の状態、つまり上端部が係合ピン４７
に係合した状態に戻って開口４４を塞ぐ。
【００２１】
装着部３において、ＣＤ－ＲＷドライブ２は各ガイド部材３２，３３によってガイドされ
ながら、ストッパ部材３４に当接する位置まで挿入される。ストッパ部材３４に当接する
と、ＣＤ－ＲＷドライブ２のコネクタ２３と、ストッパ部材３４のコネクタ３４１とが接
続し、これによりＣＤ－ＲＷドライブ２はデジタルミキサ本体１と電気的に接続される。
続いて、本体底面１３の挿通孔１３１から固定ネジ５を挿入し、この固定ネジ５をステー
ジ３１のネジ穴３５を介してＣＤ－ＲＷドライブ２に螺合する。こうして、ＣＤ－ＲＷド
ライブ２の取り付けが完了する。
【００２２】
ＣＤ－ＲＷドライブ２を取り外すには、まず、固定ネジ５を取り外し、続いてカバー部材
４を取り外す。カバー部材４の取り外しは、水平部４１と本体底面１３とを固定するネジ
４３を取り外すことにより行う。このようにカバー部材４を取り外すと、ＣＤ－ＲＷドラ
イブ２の先端部が本体前端面１２から突出した状態となって現れる。この状態で、ＣＤ－
ＲＷドライブ２の先端部を把持して引っ張ると、容易に取り外すことができる。この後、
カバー部材４のみを取り付け、必要に応じて他の拡張機器を装着する。
【００２３】
以上のように本実施形態によれば、ＣＤ－ＲＷドライブ２を装着部３へと案内するための
カバー部材４、ガイド部材３２，３３及びストッパ部材３４がデジタルミキサの本体１に
設けられているため、ＣＤ－ＲＷドライブ２の挿入をスムーズに行うことができ、その結
果、取り付け作業を容易に且つ確実に行うことができる。特に、カバー部材４の開口４４
は、ＣＤ－ＲＷドライブ２がほぼ挿通できるだけの大きさに形成されているため、ＣＤ－
ＲＷドライブ２を挿入するための位置決めができるという利点がある。
【００２４】
また、ＣＤ－ＲＷドライブ２が装着されたとき、ＣＤ－ＲＷドライブ２の先端部は本体前
端面１２から突出した状態となっているため、カバー部材４を取り外した後、この突出部
分を把持して引っ張れば、ＣＤ－ＲＷドライブ２を容易に取り外すことができる。このよ
うにＣＤ－ＲＷドライブ２の先端部は、本体前端面１２から突出しているものの、この突
出部分は本体前端面１１の上端縁１４よりも内方に位置しているため、ぶつけたりして損
傷するのを防止することができる。
【００２５】
また、上記のようにカバー部材４を本体１の外面に設けることで、デザイン的なアクセン
トを表すことができ、これによって拡張機器が装着可能な電子機器であるという一種のス
テータスを示すという利点もある。
【００２６】
以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく
、その趣旨を逸脱しない限りにおいて種々の変更が可能である。例えば、上記実施形態で
示したガイド部材３２，３３は、ＣＤ－ＲＷドライブ２等の拡張機器を装着部３へと案内
できるように構成されていれば、その形状は特に限定されない。
【００２７】
また、上記実施形態では、挿入口１２１が形成された本体前端面１２が、底面１３から上
面１１にいくにしたがって本体１外方（前方）に延びるように傾斜しているが、この反対
、つまり上面１１から底面１３にいくにしたがって本体１外方に延びるように傾斜してい
てもよい。このように構成しても、ＣＤ－ＲＷドライブ２の先端部は、本体前端面１２の
下端縁より内方にあるため、ぶつけたりするのが防止される。また、挿入口１２１は、本
体前端面１２に限らず、本体側面、或いは背面に設けることもできる。
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【００２８】
上記実施形態では、ストッパ部材３４にコネクタ３４１を設け、ＣＤ－ＲＷドライブ２が
ストッパ部材３４と当接したときに電気的接続がなされるように構成しているが、例えば
図５に示すように、ＣＤ－ＲＷドライブ２と本体１との電気的な接続を別のケーブルで行
うように構成してもよい。図５は装着部の他の例を示す断面図である。同図に示すように
、この例では、ステージの後端部を立ち上げて切起部３６を形成し、これをストッパ部材
としている。これによりＣＤ－ＲＷドライブ２の後方への移動を規制している。この切起
部３６は、ＣＤ－ＲＷドライブ２のコネクタ２３を覆わない程度の大きさに形成されてい
る。切起部３６の後方において本体底面１３には、接続作業用の開口１３２が形成されて
おり、この開口１３２のさらに後方に本体１のメイン基板１５が設けられている。なお、
開口１３２は、通常は蓋１３７によって覆われており、作業時のみ開くようになっている
。
【００２９】
接続作業には、フラットケーブル６を用い、装着部３にＣＤ－ＲＷドライブ２が固定され
た後、蓋１３７を開き、フラットケーブル６の一端をＣＤ－ＲＷドライブ２のコネクタ２
３に接続する。ちなみに他端はメイン基板１５のコネクタ（図示省略）に予め接続されて
形成されている。メイン基板１５における開口１３２付近の端部には、切欠１５１が形成
されており、これによりフラットケーブル６を本体１内部のメイン基板１５側に挿入しや
すくなっている。接続が終了すると、蓋１３７によって開口１３２を閉じる。このような
構成によれば、コネクタの形状が異なる拡張機器を装着する場合があるとしても、その都
度適合端子付ケーブルをケーブル６に追加付着することによって容易に対応することがで
きる。
【００３０】
また、上記実施形態では、固定手段として固定ネジ５を用いてＣＤ－ＲＷドライブ２を固
定しているが、本発明の固定手段は、これに限定されるものではない。例えば、ＣＤ－Ｒ
Ｗドライブ２が装着部３に配置されると自動的にＣＤ－ＲＷドライブと係止するとともに
、本体外部のレバーを操作すると係止状態を解除可能な係止片を設けるという他の手法で
も実現できる。
【００３１】
また、上記実施形態では、本発明をデジタルミキサに適用した例について説明しているが
、これに限定されるものではなく、拡張機器を装着し得る種々の電子機器に適用すること
ができ、例えばノート型或いはデスクトップ型パーソナルコンピュータ等にも適用するこ
とができる。また、拡張機器としては、上記したＣＤ－ＲＷドライブ以外に、例えばＦＤ
Ｄドライブ、ＣＤ－ＲＯＭドライブ、ＤＶＤドライブ、ハードディスク等種々のものに適
用することができる。
【００３２】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、本発明（第１発明）に係る拡張機器の取付構造によれば
、電子機器の本体に、拡張機器を装着部へと案内するためのガイド部が設けられているた
め、拡張機器の挿入をスムーズに行うことができ、取り付けを容易に且つ確実に行うこと
ができる。
【００３３】
また、本発明（第２発明）によれば、拡張機器の一部が挿入口から突出した状態で装着さ
れるため、この突出部分を把持して引っ張れば、拡張機器を容易に取り外すことができる
。このように、拡張機器の一部は挿入口から突出しているものの、端面の上面側及び底面
側の端縁のいずれか一方が他方より外方へ突出し、この突出側の端縁よりも拡張機器の突
出部分が本体の内方に位置しているため、突出部分をぶつけて拡張機器が損傷するのを防
止することができる。
【００３４】
また、本発明（第３発明）によれば、開口を有するカバー部材が挿入口を囲むように取り
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付けられており、この開口が装着部への挿入をガイドするように拡張機器を略密に通す開
口寸法を有しているため、拡張機器を挿入口へ挿入する際の位置決めが容易になり、その
結果、拡張機器の取付作業がより簡単になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る拡張機器の取付構造を適用したデジタルミキサの一実施形態を示す
斜視図である。
【図２】図１の縦断側面図である。
【図３】図１のデジタルミキサから上面パネルを取り除いた状態の要部を示す分解斜視図
である。
【図４】図１のデジタルミキサにおいてＣＤ－ＲＷドライブが装着された状態を示す縦断
側面図である。
【図５】図１のデジタルミキサにおけるＣＤ－ＲＷドライブと本体との電気的接続の他の
例を示す断面図である。
【符号の説明】
１　　　デジタルミキサ本体（電子機器本体）
１１　　上面
１２　　前端面（端面）
１２１　挿入口
１３　　底面
１４　　端縁
２　　　ＣＤ－ＲＷドライブ（拡張機器）
２４　　先端部
３　　　装着部
３２　　横ガイド部材（ガイド部）
３３　　縦ガイド部材（ガイド部）
３４　　ストッパ部材（ガイド部）
４　　　カバー部材
５　　　固定ネジ（固定手段）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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